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各チー ム監督 殿 令和 ７年 ６ 月 ６ 日

県中体連柔道専門部長

髙 木 康 二

徳 島県中学校総合体育大会 （柔道 ） について

平素は 、本県柔道発展に格別のご理解 とご協力を賜 り 、 厚 く お礼申 し上げます 。

さ て 、 標記大会について下記の要領にて開催いた し ま すので 、 ご案内申 し上げます 。

記

１ 日 時 令和 ７年 ７月 １ ２ 日 （土 ） 団体戦 ０ ８時 １ ０ 分 開場

０ ８時 ２ ０ 分 計量

１ ０時 ０ ０ 分 開始式

１ ３日 （日 ） 個人戦 ０ ８時 １ ０ 分 開場

０ ８時 ２ ０ 分 計量

０ ９時 ３ ０ 分 開始式

２ 場 所 鳴門市 ソ イ ジ ョ イ武道館

３ 主 催 徳島県中学校体育連盟

４ 後 援 徳島県柔道連盟 徳島新聞社 四国放送

５ 参加費 参加人数 × 1,000円 （運営協力費 500円 ＋空調費 500円 ）

大会当日 、受付にて徴収いた し ま す 。

６ 参加資格

（ 1） 全 日 本 柔 道 連 盟 に 今 年 度 登録 を 済 ま せ 、 徳 島 県 中 学 校体 育連盟 に 参 加 を 認 め ら れ

てい る こ と 。

（ 2） 選 手は柔道修行期間を ６ ヶ 月以上経過し てい る こ と 。

７ 団体戦

◇選手編成

(1) 単独校及び １団体で編成したチーム と し 、 １ チ ー ム まで と す る 。 チ ー ムの人員は男子が

監督 １名 ・ 外部指導者 １名 ・ 選手 ７名以内 （ ３ 名での出場も認める ） と し 、 女子は監督

１名 ・ 外部指導者 １名 ・ 選手 ４名以内 （ ２ 名での出場も認め る ） と し 、 試合ご と に選手の

位置をかえ る こ とはで きない 。

(2) 選手の編成は男女 と も最 も重い者を大将 と し以下順次体重順に編成する こ と 。

補員を選手に繰 り入れ る場合も大将以下順次体重順に編成する こ と 。 一度退いた選手

は 、再出場できない 。 選手は計量後体重順でなければ編成しなおす こ と 。

(3) 選手の人員が男子 ５名 、 女子 ３名の定員に満たない場合は 、大将から詰めて編成する

こ と 。
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(4) 講 道館から正式に段証書が発行され てい る者は黒帯を用いる こ と 。

◇競技方法

（ 1） 試合は国際柔道連盟試合審判規定及び少年大会特別規定を適用す る 。

（ 2） 試合方法は ト ーナ メ ン ト と す る 。 但 し 、 出場チーム数によ り リ ーグ戦を行 う場合もあ る 。

（ 3） 試合時間は ３分 と す る 。

（ 4） チ ームの勝敗は次の順によ り決定する 。

① チー ム間の勝数の差によ る 。

② ①において同等の場合は 、内容によ り決定する 。

③ ②において同等の場合は 、代表戦を行 う もの と す る 。

（ 5） 代表戦は任意の選手によ る試合をする 。 試合時間は 3分 と し 、 勝敗がつかない場合は

時間無制限のゴールデンスコ アを行 う 。

（ 6） 一本勝ちには棄権 、負傷 、 不戦 、 反則によ る勝ち も含む 。

（ 7） 判定基準は有効 （指導差 ２ ）以上 と す る 。 絞技及び関節技は禁止す る 。

（ 8） 選 手 はゼ ッ ケ ン を 背中 に着 け る も の と す る 。 胸 に チ ー ム名 の刺繍が あ る 場合 はゼ ッ ケ ン

と一致 し てい る こ と 。

※今大会は 、 いわゆる新ルールを適用する 。

８ 個人戦

◇選手登録

（ 1） 男 女個人戦の出場登録は各階級 ２名 まで と す る 。 た だ し 、 ５ 月 に行われた県体重別柔道

選手権大会において各階級上位入賞者 （ベス ト ４ ） の選手が同階級に出場する場合は 、

個 人推 薦者 （ シ ー ド 選 手 ） と し て 出 場登録で き る た め 、 こ の 限 り で は な い 。 な お 、 シ ー ド

保 持 者が県総体 に お い て 出場 す る 階級 を 変更 し た 場合 は 、 変 更 し た 階級での シ ー ド を

認めないもの とす る 。

（ 2） 階級は以下の通 り と す る 。

男子 ： 50kg級 ・ 55kg級 ・ 60kg級 ・ 66kg級 ・ 73kg級 ・ 81kg級 ・ 90kg級 ・ 90kg超級

女子 ： 40kg級 ・ 44kg級 ・ 48kg級 ・ 52kg級 ・ 57kg級 ・ 63kg級 ・ 70kg級 ・ 70kg超級

◇競技方法

（ 1） 試合は国際柔道連盟試合審判規定及び少年大会特別規定を適用す る 。

（ 2） 試合方法は ト ーナ メ ン ト と す る 。 但 し 、 女子は参加者数によ り リ ーグ戦を行 う場合もあ る 。

（ 3） 試 合 時間 は 3分 と し 、 勝 敗 が つ か な い 場合 は 、 時 間無制限 のゴ ー ル デ ン ス コ ア を 行 う 。

９ 引率者 ・監督 ・ コ ー チ

（ 1） 参加校の引率者 ・ 監督は当該校の校長 ・ 教員 ・ 部活動指導員と し 、 地 域 ク ラ ブ活動にお

いては 、 当該チームで登録し てい る指導者である こ と 。

（ 2） 外部 コーチ証 ・外部指導員証を首にかける こ と 。

（ ３ ） 監督 、 外部指導者 、部活動指導員の服装は 、審判に準ずる こ と 。

（ ４ ） 地 域 ク ラ ブ活動に お け る指導者 、 引率者 は全日本柔道連盟指導者資格 C以上 を有 し て

い る こ と 。 学校で出場す るチ ームの指導者 ・引率者はその限 りでは ない 。

（ ５ ） 大 会運営において協力をする こ と 。
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1０ 申 込

申込については下記①②③を徳島県中体連事務局に メールする こ と 。

参 加申込 (Exce lフ ァ イ ル )に つい ては選手権大会のフ ァ イ ル を使用 し 、 フ ァ イ ル内の大会名

を各自で県総体へ変えてお く こ と

① 団体戦参加申込 (Exce lフ ァ イ ル )※出場する場合のみ

② 個人戦参加申込 (Exce lフ ァ イ ル )※出場する場合のみ

→ ５ 月 の 体重別選手権大会 に お い て 入 賞 し 、 県 総 体 に お い て も 同 じ 階級 に出場 す る

場合は 、 申込の右端にある 【 推薦順位 】 の記載を必ず忘れない こ と 。

③ ①の申込を印刷 した ものに代表者印を押印し 、 PDFで保存 したも の

※各申込のメールのタ イ トル （ 題名 ）及び フ ァ イ ル名は 、 次の例のよ う に明記す る こ と 。

（ 例 ）

・ 08柔道 （ 団体戦 ） _【 男女 ・ A中 】 申込書

・ 08柔道 （個人戦 ） _【 女 ・ B中 】申込書

宛先 ： 徳島県中学校体育連盟事務局 宛

メールア ド レ ス tokush ima2204＠ gmai l .com

締切 令和 ７年 ６月 ２ ３ 日 （月 ） １ ６ ： ０ ０ 必着

１ １ 計量について

（ 1） 計量で体重が出場する階級に合わない場合には失格 と す る 。 他階級への移動は認め

ない 。

（ 2） 計量は時間内であれば 、何度でも計量可 と す る 。 時間を過ぎての計量は認めない 。

（ 3） 計量の服装は 、 男子は下穿きのみ 。 女子は ， Tシ ャ ツ と下穿 きのみの着用を認める 。

但 し 、 着用 した服装の重さを配慮 しないもの と す る 。

（ ４ ） ７ 月 １ ２ 日 （ 土 ） 団体戦及び個人戦出場者計量 ８時 ２ ０ 分 ～ ９時 ３ ０ 分

１ ３ 日 （ 日 ） 個人戦出場者計量 ８時 ２ ０ 分 ～ ９時 ０ ０ 分

1２ 抽選会について

７月 ４日 （ 金 ） １ ５ 時 ０ ０ 分 阿波中学校 ２ F 会議室

各郡市の柔道専門部の先生方は 、是非ご参加 くだ さい 。

また 、 顧問の先生方でご都合のつ く方 もご参加 くだ さい 。

1３ そ の他

・ 観客については制限 しない 。 ただ し 、 観戦場所は ２階観客席のみ と す る 。

・ 柔道衣は規格にあ った柔道衣を着用する こ と 。 全日本柔道連盟 HPや柔道衣 メーカー HP

等 で 規格 に つ い て 確認 す る こ と 。 開 会 式終了 後 に柔道衣 コ ン ト ロ ー ル を 行 う 。 規 定 に あ っ た

柔道衣を着用 していない場合 、出場でき ない場合がある 。

何かご不明な点があ り ま した ら 、石井中髙木 、 ま たは阿波中福田までお願い し ま す 。


